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私情協大会 2016

経緯

（小規模な）文科系大学における

基礎教養教育、及び、専門教育での

情報教育の内容や方法

（高等学校段階での）情報教育に、及び、

教員の養成や研修
（教員養成という形での）

教育方法(教育工学)



協調的な授業開発・改善

(私情協の) 教育学 分野での実践を踏まえて、
改善を求められている（学内の）情報リテラシ
(情報教育) にも適用できないか ?!



情報リテラシー こども を対象とした

教材開発論
教材開発演習
放送番組論
情報測定評価論

メディア活用論Ⅰ
メディア活用論Ⅱ

教育方法学

【初年次】 【２年次】 【３年次】

観察と分析

幼保における情報やメディアの活用

諸般の事情により、設計者と異なる担当者



授業の流れ(情報ﾘﾃﾗｼｰ)

情報的な内容
操作技能練習

一駒の授業

準備

活用する「情報」

＞ 表現
＞ 変換（加工）
＞ 整理・分析（量的）
＞ 収集（検索）

振り返り

表現（ことば）
＞ 著作権、知的財産権など

＞ 整理・分析（質的）
＞ 伝達 モデル化

＞ 仕組み

＞ 問題解決

知識・技能の確認

＞ 自律学習

（３分の２）
（３分の１）



実際には ...

教職の課程認定では ...
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到達目標 に準拠した 評価
を扱いきれない（学習項目さえも）

機器操作の習得状況
学習項目

実際には ...

既存の学習に
引きずられる

私情協大会 2016

教員も初年次で、学内ｼｽﾃﾑに不慣れ?!
(NET環境,履修登録,出席確認,LMS等)

３年目でも状況の変化なし
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実際には ...

テキスト(項目)

到達目標(能力)
領域特有の見方や考え方

?! ?!

キー概念

初等中等でも同じ状況
扱う項目 <- 目標 <- 見方・考え方

学習指導要領
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私情協による（情報リテラシー教育の）ガイドライン

機器操作の教育ではなく
-> 問題を発見し、解決する過程を学ぶ

(昨日の)分科会Ｄ において

初年次(基礎教養段階)だけではなく
-> 卒業時までに(分野共通&専門領域)

どう評価? -> ルーブリック
どう実現? -> 組織的な取り組み

専門分野への橋渡しは？



情報ﾘﾃﾗｼｰ(到達目標) 〜 私情協

問題を発見し、目標を設定した上で解決に取り
組み、情報通信技術を適切に活用して新しい
価値の創造を目指して取り組むことができる

情報社会の有効性と問題点を認識し、主体的に
判断して行動することができる

情報通信技術の仕組みを理解し、モデル化と
シミュレーションなどを問題発見・解決に活用する
ことができる

情報活用の実践力

情報社会に参画する態度

情報の科学的な理解



学校の良さ を考える

多様な良さ

言葉による表現

検索語

伝える対象

図による表現

モデル化

プロトコル

分類

約束事(解釈の一致)

情報量

ネットワークの特性
情報モラル

を意識（制約条件）
相手
方法

特徴の抽出

【課題の関連性】



情報リテラシー こども を対象とした

教材開発論
教材開発演習
放送番組論
情報測定評価論

メディア活用論Ⅰ
メディア活用論Ⅱ

教育方法学

【初年次】 【２年次】 【３年次】

観察と分析

幼保における情報やメディアの活用

見方・考え方を構成する要素とその関連付け



私情協大会 2016

今後に向けて

現実の制約を解消する方策

関連科目との連携

個々の科目ではなく、カリキュラム

効果の検証、目標達成の測定

領域固有の すり合わせ
見方や考え方,ｷｰ概念 非常勤も含めて

私情協のガイドライン を踏まえて



情報教育ガイドラインの実施にかかわる

諸課題についての一考察
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ありがとうございました


